
西臼杵広域行政事務組合病院事業管理規程第7号  
 

西臼杵広域行政事務組合病院事業の診療情報の提供に関する規程  
      

(目的) 
第1条 この規程は、西臼杵広域行政事務組合病院事業が運営する高千穂

町国民健康保険病院、日之影町国民健康保険病院及び五ヶ瀬町国民健康

保険病院(以下「三病院」という。) における診療情報の提供に関し必要

な事項を定め、医療提供者と患者とが診療情報を共有することにより、

両者の良好な関係を築き、より質の高い開かれた医療を目指すことを目

的とする。  
(定義) 

第2条 この規程における用語の定義は、次のとおりとする。 
(1) 診療情報とは、診療及び看護の過程で知り得た患者の身体状況、病

状及び治療等について、医療従事者が知り得た情報をいう。  
  (2) 診療記録とは、三病院における診療記録をいう。  
  (3) 診療情報の提供とは、口頭による説明、説明文書の交付、診療記録

の開示等具体的な状況に即した適切な方法により、患者等に対して診

療情報を提供することをいう。  
  (4) 診療記録の開示とは、患者等の求めに応じ、診療記録を閲覧に供す

ること又は診療記録の写しを交付することをいう。  
(職員の責務）  

第3条 全ての職員は、診療情報を提供することにより、患者が疾病と診

療の内容を十分に理解し、患者と医療従事者との信頼関係が強化され、

医療の質の向上につながることを認識し、患者若しくは家族から開示請

求の相談がなされた場合は、積極的に対応するものとする。  
2 医療従事者は、診療情報について、患者若しくは家族から開示請求の

相談がなされた場合は、制度の概要を伝えるとともに、具体的な開示手

続きについては、三病院事務室で対応することを教示するものとする。 
(対応窓口）  

第4条 対応窓口は、三病院のうち関係する病院(以下「当該病院」という

の事務室の医事担当者とする。  
2 対応窓口では、当該病院で保有する個人情報の開示、相談、案内受付、

及び情報提供等を行う。  
(提供する診療情報の範囲) 

第5条 当該病院において提供する診療情報の範囲については、診療録(カ
ルテ)、看護記録、処方箋、検査記録、検査結果報告書及びエックス線写



真等、患者の診療を目的として医療従事者が作成した記録(以下「診療諸

記録」という。) とする。ただし、他の医療機関の医師からの紹介状等、

第三者が作成した、または第三者から得た情報については、当該第三者

の了解が得られた場合にのみ提供するものとする。なお、診療に伴う研

究に関する情報は、提供する診療情報の範囲に含めないものとする。  
(診療情報提供の対象者) 

第6条 診療情報の提供は、患者本人からの申請に基づき、患者本人への

提供を原則とする。ただし、患者本人が合理的判断をすることができな

い状態にある場合または未成年の場合は、次の各号により提供するもの

とする。  
(1)  患者本人が合理的判断をすることが出来ない状態にある場合は  

法定代理人が申請するものとする。  
  (2) 患者本人が未成年で合理的判断ができる場合は、患者本人と法定

代理人が連名で申請することを原則とする。ただし、連名で申請でき

ない場合は、いずれか一方がその理由を記載して申請するものとする。 
2 患者本人からの診療情報の提供に関する代理権を与えられた3親等以

内の親族についても提供することができる。  
(診療情報を提供しないことができる事由) 

第7条 次の各号に掲げる事由があると当該病院の院長(以下「当該病院長」

という。) が認める場合は、第3条の規定にかかわらず、診療情報の全部

または一部を提供しないことができる。  
(1)  患者本人への診療情報の提供が、当該病院の医療従事者を除く第  

三者の不利益になると考えられる場合  
  (2) 医学的見地から診療情報を提供することが、患者の不利益になる

と考えられる場合  
(診療情報提供の申請) 

第8条 診療情報提供の申請は、様式第1号に住所、氏名(自署または署名

押印)、生年月日、診療情報の内容、対象とする期間等、提供を受けたい

部分を特定する項目及び申請する理由を記載することにより当該病院

長に行うものとする。ただし、申請の理由が記載されていない場合も、

診療情報は提供できるものとする。  
2 前項に定める様式と異なる様式により診療情報の提供の申請が当該病

院長に対して行われ、前項に定める項目等を満たす場合においては、当

該申請を前項と同様により扱うものとする。  
3 患者本人の代理人による申請については、必ず患者本人の同意書を添

えた上で前2項の規定により申請するものとする。  
(申請書の受理) 



第9条 当該病院長は、申請書を受理する場合は、提供する診療情報の範

囲及び診療情報を提供する対象者の適否について確認するものとする。 
(診療情報提供の適否の決定及び決定通知) 

第10条 当該病院長は、第8条に定める適否について確認した場合は、当

該患者に関する診療情報を提供することについて、該当する診療科等に

様式第2号により照会し、当該病院長から照会を受けた診療科等は、照

会に対し提供の是非を同様式にて回答するものとする。ただし、診療情

報の提供について、診療科等に照会する必要がないと当該病院長が判断

した場合は、省くことができる。  
2 当該病院長は、診療情報を提供するか否かの判断が困難な場合は、診

療情報管理委員会(以下「委員会」という。) に諮った上で、診療情報の

提供の適否について判断するものとする。 
3 診療科等または委員会から回答を受けた当該病院長は、様式第3号によ

り診療情報の提供の適否の結果を第8条の申請者が提出された日の翌日

から起算して30日以内に速やかに申請者に通知するものとする。  
4 診療情報等について、他医療機関に照会を要する場合は、様式第4号に

より照会し、様式第4号の2により回答を受けるものとする。  
5 診療情報の提供の適否の結果について、第4項に規定する期間内を超え

る場合には様式第5号により申請者に通知するものとする。  
6 当該病院長は、第8条の規定により申請のあった医療記録が当該病院内

に存在しない場合には、様式第3号により回答するとともに様式第6号に

より医療記録の不在証明書を申請者に送付するものとする。  
 (診療情報の提供の方法及び場所) 
第11条 診療情報の提供は、閲覧を原則とし、複写を求められた場合には

これに応ずるものとする。ただし、診療記録に代わる文書(サマリー等)
を作成して提供する方法も差し支えないものとする。  

2 提供する診療記録の閲覧、または閲覧及び複写は、カルテ開示を請求

された当該病院が指定する場所において病院職員複数の立ち会いのも

とに行う。また、申請者からの求めに応じて、立ち合い医師は記載内容

について説明するものとする。なお、診療諸記録の当該病院以外への持

ち出しは禁止する。  
(秘密の保持) 

第12条 個人情報の秘密保持の観点から、診療情報の提供を受ける者に対

し、当該情報の管理を慎重に行うよう注意を喚起するものとする。  
(診療情報の提供に必要な費用) 

第13条 診療諸記録の提供にかかる費用は、西臼杵広域行政事務組合病院

使用料及び手数料徴収条例(令和5年条例第15号 )に定めるところのほか



複写文書等に関する費用については、実費相当額を申請者が負担するも

のとする。  
(診療情報の提供の記録の管理) 

第14条 診療情報提供の申請の記録、委員会の議事録のうち当該患者に関

する事項、申請者への回答文書等、患者からの請求に基づく診療情報の

提供に関する記録についても診療諸記録と見なし保管・管理する。  
2 前項に掲げる患者からの請求に基づく診療情報の提供に関する記録の

患者への提供についても、本規程を適用するものとする。  
(雑則) 

第15条 この規程に定めるもののほか、診療情報の提供に関し必要な事項

は、別に定める。  
     附 則  
  この規程は、令和7年6月16日から施行し、令和7年4月1日から適用する。 
 
 


